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能に及ぼす影響について検討を行った。細胞増殖能については、Cell Proliferation ELISA 
BrdU kit及びMTS assay を用いた。骨基質産生能については、定量PCRを用いて alkaline 




ロックが、amgCP 添加による細胞増殖能と p-ERK のリン酸化蛋白質発現に及ぼす影響に
ついて評価した。 
さらに、Au基板上にカルボジイミド法を用いて amgCPを固定化し、表面プラズモン共
鳴(SPR) 法によって固定化されたペプチドの定量を行った。作製された amgCP 固定化基









これらの結果より、amgCP添加は LAMP-1レセプターを介して ERK1/2 を活性化し、
hMSCの細胞増殖に影響を及ぼすことが明らかとなった。 
3. カルボジイミド法を用いて Au基板に固定化した amgCPを SPR法にて定量した結果、
結合量は 13 ng/cm2であった。作製した amgCP固定化基板上で培養した細胞に対して、
細胞増殖能および骨基質産生能を検討した結果、培養 hMSCsおよびMC3T3-E1の細
胞増殖能の有意な亢進が認められた。また、培養 hMSCsの骨基質産生能は亢進する傾
向が認められた。 
 
 以上の結果より、amgCPは、培養MSCsおよび骨芽細胞の細胞増殖能を亢進させること
が明らかとなった。また、その作用機序として、LAMP-1受容体を介した ERK1/2の活性化
が示された。さらに、amgCP固定化の有効性が明らかとなったことより、生体材料に対す
る amgCP固定化を応用した骨再生治療の可能性が示唆された。 
